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切り花長
(cm)

主茎からの側枝数
(本/株)

商品花蕾数
(個/株)

ﾌﾞﾗｽﾁﾝｸﾞ小花発生率
(%)

有 2/22 91.5 2.5 5.0 5.6

無 2/28 88.9 2.5 4.1 22.4

有 3/ 4 91.2 2.5 5.4 1.4

無 3/ 9 83.8 2.2 4.4 7.2

有 3/ 8 90.7 2.7 5.3 9.4

無 3/14 85.1 2.6 4.5 24.5

有 3/ 4 83.2 2.8 4.8 20.2

無 3/ 9 76.6 2.8 3.6 37.3
セレブプリンセス

エグゼライトピンク

ボヤージュサクラ

ボヤージュ１型ホワイト

CO2施用品種  収穫日
(月/日)

切り花品質
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本県におけるトルコギキョウの冬春出し

栽培では、短日・寡日照の影響でブラスチ

ングが発生して商品花蕾数が減るなど、品

質の低下が問題となっています。 

そこで、トルコギキョウの冬春出し栽培

において白系およびピンク系の4品種を用い

て炭酸ガスの施用が切り花品質に及ぼす影

響について検討しました。 

炭酸ガスの施用方法は、換気温度を25℃

とした施設内において7:00から換気開始前

までは1,000ppm、換気開始後から16:00まで

は400ppmを下回らないように11月26日から

収穫終了まで、供給源のガスボンベからチ

ューブを用いて株元付近に局所施用しまし

た。 

その結果、全ての品種で炭酸ガス施用区

が無施用区に比べて切り花長が長く、ブラ

スチングの発生が減り、商品花蕾数が増え

たことで切り花品質が向上しました(表)。 

今後は、ブラスチングをさらに減少させ

るための管理方法として、炭酸ガス施用と

変夜温管理を組み合わせた場合の効果につ

いて検討します。 

(花き担当 門田太志 088-863-4918)  

‘ボヤージュ１型ホワイト’ ‘ボヤージュサクラ’   ‘エグゼライトピンク’   ‘セレブプリンセス’ 

表 トルコギキョウの冬春出し栽培における炭酸ガス施用が切り花品質に及ぼす影響 

注：定植日は 9月29日。気温25℃を目標に換気し、15℃になるように加温。 
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